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は
じ
め
に

筆
者
は
こ
れ
ま
で
日
本
の
野
外
彫
刻
を
四
つ
の
時
期
に
分
類
し
て
考
察
を

行
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
明
治
二
十
年
代
か
ら
の
〈
銅
像
〉、
太
平
洋
戦
争
終

結
後
か
ら
の
〈
戦
後
民
主
主
義
時
代
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
〉、
一
九
八
〇
年
代
の

〈
彫
刻
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
〉、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
の
〈
パ
ブ
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
〉
と
〈
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
に
区
分
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
考
察
の
際
に
は
、〈
設
置
者
の
望
み
〉
と
〈
彫
刻
家
の

望
み
〉
の
分
裂
と
調
停
と
い
う
観
点
を
導
入
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
も
指
摘

し
て
き
た
。
展
覧
会
で
発
表
さ
れ
る
彫
刻
作
品
と
は
こ
と
な
り
、
注
文
主
の
依

頼
に
よ
る
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
で
は
、
そ
の
意
向
を
無
視
し
た
ま
ま
仕
事
を

進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
、
主
体
性
を
も
っ
た
近
代
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
れ
ば
、
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
る
彫
刻
作
品
と
同
じ
く
、
自

（
1
）

身
の
表
現
の
達
成
を
目
指
す
だ
ろ
う
。
実
際
に
設
置
さ
れ
た
野
外
彫
刻
に
は
、

そ
う
し
た
両
者
の
関
係
性
が
刻
印
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
前
記
の
四
つ
の
分
類

は
こ
の
両
者
の
関
係
の
あ
り
方
の
ち
が
い
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
考
察
の
対
象
と
す
る
の
は
、〈
戦
後
民
主
主
義
時
代
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
〉
の
ひ
と
つ
で
、
一
九
五
六
年
に
山

口
県
宇
部
市
に
設
置
さ
れ
た
山
内
壮
夫

〔
一
九
〇
七
―
一
九
七
五
〕
の
《
宇
部
産

業
祈
念
像
》【
図
１
】
で
あ
る
。

山
内
は
北
海
道
岩
見
沢
市
の
出
身

で
、
少
年
期
を
札
幌
市
で
過
ご
す
。
東

京
高
等
工
芸
学
校
〔
現
在
の
千
葉
大
学
工

学
部
〕
を
卒
業
後
、
一
九
二
九
年
か
ら

国
画
会
を
発
表
の
場
と
す
る
が
、
一
九

山
内
壮
夫
《
宇
部
産
業
祈
念
像
》
と 

〈
戦
後
民
主
主
義
時
代
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
〉

�

藤
　
　
井
　
　
　
　
　
匡
　
　図１�　山内壮夫《宇部産業祈念像》1956年　

宇部市真締川公園設置
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三
九
年
に
新
制
作
派
協
会
〔
現
在
の
新
制
作
協
会
〕
彫
刻
部
を
立
ち
上
げ
、
そ
こ

を
拠
点
に
活
動
を
行
っ
て
ゆ
く
。

山
内
は
活
動
の
初
期
か
ら
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
制
作
に
対
す
る
強
い
意
識
を
も
っ

て
い
た
。
戦
時
中
は
戦
争
に
ま
つ
わ
る
主
題
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
手
が
け
る
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
多
く
の
活
動
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
志
向
が
実

現
す
る
の
は
終
戦
後
で
あ
り
、
地
縁
の
あ
る
北
海
道
を
中
心
に
、
全
国
各
地
に

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
す
る
よ
う
に
な
る
。《
宇
部
産
業
祈
念
像
》
も
そ
う
し

た
戦
後
期
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。

宇
部
市
は
、
一
九
六
一
年
以
降
、
隔
年
で
野
外
彫
刻
展
を
実
施
し
て
ゆ
く
こ

と
で
「
彫
刻
の
ま
ち
」
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
野
外
彫
刻
展

が
開
始
さ
れ
た
背
景
に
は
、
山
内
の
宇
部
市
で
の
活
動
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
宇
部
市
の
野
外
彫
刻
展
は
一
九
八
〇
年
代
に
全
国
的
に
展
開
す
る
〈
彫
刻

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
〉
の
モ
デ
ル
の
ひ
と
つ
と
な
る
も
の
で
、
そ
う
し
た
点
か

ら
も
、
本
作
は
歴
史
的
に
重
要
な
位
置
に
あ
る
と
い
え
る
。

本
稿
で
は
、
最
初
に
、《
宇
部
産
業
祈
念
像
》
の
設
立
の
経
緯
か
ら
、
本
作

に
お
け
る
〈
設
置
者
の
望
み
〉
と
〈
彫
刻
家
の
望
み
〉
の
関
係
を
確
認
す
る
。

次
に
、
詳
細
な
記
述
を
行
う
こ
と
で
本
作
の
造
形
的
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
そ

こ
に
影
響
を
与
え
た
先
行
作
品
に
つ
い
て
考
え
る
。
最
後
に
、
本
作
の
主
題
で

あ
る
「
家
族
」
の
像
の
意
味
に
つ
い
て
、
当
時
の
日
本
の
社
会
状
況
を
含
め
て

の
考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

（
2
）

（
3
）

１　
《
宇
部
産
業
祈
念
像
》
の
設
立
経
緯

本
章
で
は
、《
宇
部
産
業
祈
念
像
》
の
設
立
経
緯
に
つ
い
て
、
宇
部
市
の
地

元
新
聞
で
あ
る
『
宇
部
時
報
』〔
現
在
の
『
宇
部
日
報
』〕
の
報
道
と
、
山
内
の
日

記
お
よ
び
ス
ケ
ッ
チ
〔
と
も
に
中
原
悌
二
郎
記
念
旭
川
市
彫
刻
美
術
館
所
蔵
〕
を
参

照
し
な
が
ら
確
認
す
る
。
基
本
的
に
は
、
前
者
に
は
〈
設
置
者
の
望
み
〉
が
、

後
者
に
は
〈
彫
刻
家
の
望
み
〉
が
現
れ
る
は
ず
だ
が
、
実
際
に
は
、
両
者
と
も

相
手
の
〈
望
み
〉
を
尊
重
す
る
か
た
ち
で
事
業
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。明

治
期
か
ら
の
〈
銅
像
〉
の
場
合
、〈
設
置
者
の
望
み
〉
が
〈
彫
刻
家
の
望

み
〉
よ
り
も
圧
倒
的
に
優
位
に
あ
り
、
一
九
八
〇
年
代
の
〈
彫
刻
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
〉
で
は
、〈
彫
刻
家
の
望
み
〉
が
尊
重
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
の

中
間
に
あ
る
〈
戦
後
民
主
主
義
時
代
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
〉
は
、
両
者
の
関
係
と

し
て
も
、
そ
の
中
間
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
１
）
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
の
決
定

最
初
の
新
聞
記
事
は
、
一
九
五
五
年
十
二
月
十
九
日
に
、
宇
部
商
工
会
議
所

で
建
立
委
員
会
を
組
織
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
制
作
者
は
未

決
定
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
に
示
さ
れ
る
の
は
す
べ
て
〈
設
置
者
の
望
み
〉
に
な

る
。
そ
れ
は
、
主
に
、
次
の
四
点
で
あ
る
。
炭
鉱
殉
職
者
の
慰
霊
を
目
的
と
す

る
が
、
将
来
へ
の
飛
躍
も
象
徴
す
る
も
の
と
す
る
。
墓
の
よ
う
な
も
の
で
は
な

（
4
）
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く
、
近
代
的
な
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
碑
と
す
る
。
予
算
は
三
百
五
十
万
円
で
募
金

に
よ
っ
て
ま
か
な
う
。
市
制
三
十
五
周
年
、
石
炭
祭
復
活
五
回
目
と
な
る
一
九

五
六
年
十
一
月
の
除
幕
を
め
ざ
す
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
炭
鉱
事
故
に
よ
る
殉
職
者
の
慰

霊
碑
と
し
て
計
画
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
「
平

和
」「
自
由
」「
産
業
」「
建
設
」
と
い
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

掲
出
を
目
的
と
す
る
も
の
が
多
い
と
さ
れ
る
が
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

実
際
に
は
、
慰
霊
碑
と
し
て
計
画
さ
れ
る
も
の
が
相
当
数
に
の
ぼ
る 

。
本
作

の
出
発
点
も
そ
こ
に
あ
っ
た
。

宇
部
の
石
炭
採
掘
事
業
は
江
戸
時
代
末
期
に
は
開
始
さ
れ
て
い
た
が
、
近
代

化
の
進
む
明
治
二
十
年
代
以
降
に
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
に
な
る
。
太
平
洋
戦

争
後
の
経
済
復
興
に
際
し
て
も
、
一
九
六
七
年
の
閉
山
ま
で
、
石
炭
産
業
が
そ

の
中
心
に
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
坑
道
内
で
の
事
故
も
起
き
て
い
た
の

で
あ
る
。

二
回
目
の
委
員
会
は
翌
年
の
一
月
二
十
一
日
に
開
催
。
設
置
場
所
を
市
庁
舎

西
側
の
真
締
川
畔
緑
地
帯
に
決
定
、
碑
を
像
に
す
る
か
塔
に
す
る
か
は
引
き
続

き
研
究
と
あ
り
、
制
作
者
は
依
然
と
し
て
決
ま
っ
て
い
な
い
。

（
２
）
制
作
者
の
決
定

三
回
目
の
委
員
会
は
三
月
二
日
に
開
催
。
こ
こ
で
、
制
作
者
を
山
内
壮
夫
に

す
る
こ
と
、
像
の
名
称
を
《
宇
部
産
業
祈
念
像
》
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
ギ

（
5
）

（
6
）

（
7
）

リ
シ
ア
神
話
の
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
を
想
定
し
た
半
抽
象
の
男
性
像
と
す
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
る
。

制
作
者
の
選
定
理
由
に
つ
い
て
は
、
山
内
の
日
記
〔
三
月
十
三
日
〕
に
「
聞

く
と
長
崎
の
国
際
文
化
会
館
に
昨
年
取
着
け
た
母
子
像
を
見
る
に
及
び
作
者
は

自
分
に
決
ま
っ
た
由
〔
中
略
〕
市
長
は
じ
め
関
係
者
も
見
に
行
っ
た
そ
う
で
」

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
《
母
子
像
》〔
一
九
五
五
年
〕【
図
２
】
は
佐
藤
武

夫
設
計
の
長
崎
国
際
文
化
会
館
の
前
庭
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
雑
誌
『
建
築

文
化
』
一
九
五
五
年
八
月
号
や
『
新
建
築
』
一
九
五
五
年
九
月
号
に
写
真
入
り

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
像
の
顔
貌
や
身
体
、
衣
文
な
ど
は
か
な
り
単
純

化
・
抽
象
化
さ
れ
て
お
り
、
新
聞
記
事
に
あ
る
「
半
抽
象
」
は
こ
う
し
た
造
形

性
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、《
宇
部
産
業
祈
念
像
》
の
衣
文
表

現
は
こ
の
《
母
子
像
》
に
き
わ
め
て
近
い
。
こ
こ
で
は
、
制
作
者
だ
け
で
な

く
、
像
の
造
形
的
な
方
向
性
も
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

図２�　山内壮夫《母子像》（模型）
1955年　中原悌二郎記念旭川市
彫刻美術館所蔵
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の
望
み
〉
を
委
員
会
が
受
け
入
れ
る
か
た
ち
で
決
定
す
る
。

（
３
）
主
題
と
像
容
の
概
略
決
定

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
制
作
の
依
頼
を
受
け
て
、
山
内
は
三
月
と
五
月
に
宇
部
市
を

来
訪
す
る
。
い
ず
れ
も
建
立
委
員
会
へ
の
説
明
を
行
う
た
め
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
こ
で
は
〈
彫
刻
家
の
望
み
〉
が
中
心
と
な
る
。

三
月
二
十
八
日
の
山
内
の
提
案
は
、
九
尺
〔
約
二
百
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
〕

の
ブ
ロ
ン
ズ
像
で
、
三
人
を
組
み
合
せ
て
団
結
の
強
さ
を
表
現
す
る
こ
と
と
、

「
市
民
の
も
の
」
と
感
じ
ら
れ
る
像
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

像
高
は
の
ち
に
低
く
な
る
が
、
そ
れ
は
主
に
予
算
の
都
合
に
よ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
二
人
像
や
三
人
像
を
有
機
的
に
連
結
さ
せ
る
の
は
、
当
時
の
山
内
が
繰

り
返
し
取
り
組
ん
で
い
た
造
形
で
、
本
作
も
そ
の
延
長
に
考
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
日
記
や
残
さ
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
に
は
、
プ
ロ
メ
テ
ウ

ス
に
つ
い
て
検
討
し
た
形
跡
が
な
い
た
め
、
こ
ち
ら
の
主
題
は
最
初
か
ら
考
慮

さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
市
民
の
も
の
」
と
感
じ
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
後
年
、
も
う
少
し
詳
し

く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

当
時
の
宇
部
市
に
は
、
戸
外
に
建
て
ら
れ
た
彫
刻
と
い
え
ば
渡
辺
翁
の
銅

像
が
唯
一
の
も
の
で
し
た
。
私
は
こ
の
機
会
に
公
園
や
街
頭
に
建
て
ら
れ

る
「
市
民
共
有
の
彫
刻
」
と
い
う
美
術
作
品
に
対
す
る
観
賞
と
公
共
性
の

と
こ
ろ
で
、
こ
の
像
を
見
る
た
め
に
長
崎
ま
で
出
向
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、

同
時
期
に
設
置
さ
れ
、
国
際
文
化
会
館
か
ら
徒
歩
圏
内
に
あ
る
北
村
西
望
〔
一

八
八
四
―
一
九
八
七
〕
の
《
平
和
祈
念
像
》〔
一
九
五
五
年
〕
を
見
な
か
っ
た
と
は

考
え
づ
ら
い
。
建
立
委
員
会
が
決
め
た
《
宇
部
産
業
祈
念
像
》
と
い
う
名
称
も

《
平
和
祈
念
像
》
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
、
炭
鉱
労

働
者
を
表
象
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
筋
骨
隆
々
と
し
た
男
性
像
を
得
意
と
し
た
北

村
の
作
風
も
ふ
さ
わ
し
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
は
選
択
さ
れ
な

か
っ
た
。
山
内
が
宇
部
に
地
縁
の
な
い
彫
刻
家
で
あ
る
こ
と
も
合
わ
せ
る
と
、

制
作
者
の
選
定
は
彼
の
半
抽
象
的
な
造
形
性
に
基
づ
い
て
の
こ
と
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

で
は
、
そ
の
選
定
を
主
導
し
た
の
は
誰
だ
っ
た
の
か
。
推
測
に
な
る
が
、
新

聞
記
事
に
あ
る
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
見
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
を
主
導
で
き
そ
う

な
人
物
は
岩
城
次
郎
に
な
る
。
岩
城
は
学
生
時
代
に
東
京
帝
国
大
学
で
美
学
を

専
攻
、
当
時
は
宇
部
市
立
図
書
館
長
の
職
に
あ
り
、
後
年
に
は
宇
部
市
野
外
彫

刻
展
の
実
現
に
尽
力
す
る
こ
と
に
な
る
。
岩
城
を
主
導
者
と
考
え
る
理
由
に

は
、
主
題
を
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
と
し
た
こ
と
も
あ
る
。
天
界
の
火
を
人
間
に
渡
し

た
こ
と
で
罰
を
受
け
る
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
を
石
炭
産
業
の
殉
職
者
と
結
び
つ
け
る

解
釈
は
理
解
で
き
る
が
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
行
う
に
は
相
応
の
専
門
知
識
が

必
要
に
な
る
。
そ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
も
岩
城
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

も
っ
と
も
、
こ
の
主
題
が
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
主
題
は
〈
彫
刻
家

（
8
）
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例
証
を
作
る
こ
と
が
、
私
に
与
え
ら
れ
た
至
上
命
令
の
よ
う
に
、
声
な
き

声
と
し
て
聞
え
た
こ
と
も
制
作
に
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

祈
念
像
は
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
全
市
民
の
意
志
と
情
感
の
象
徴
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
即
ち
宇
部
市
の
過
去
と
未
来
に
対
す
る
全
市
民
の
ロ

マ
ン
の
造
形
化
が
制
作
の
眼
目
で
し
た
。
ま
た
慰
霊
碑
的
な
荘
重
性
や
未

来
へ
の
希
望
を
湧
か
せ
る
新
鮮
さ
も
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
構
想

を
ま
と
め
る
ま
で
は
苦
し
い
陣
痛
の
毎
日
で
し
た
。

私
は
建
立
の
母
体
は
全
市
民
で
あ
り
「
自
分
た
ち
の
育
ち
住
み
つ
い
た
土

地
へ
の
愛
情
と
願
い
を
表
し
た
像
」
と
い
う
気
持
を
表
現
す
る
に
は
高
い

所
か
ら
見
下
し
た
り
見
上
げ
た
り
す
る
設
計
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
自

分
た
ち
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
あ
っ
て
愛
撫
で
き
る
よ
う
な
作
品
で
あ
り
た
い

と
願
い
、
そ
こ
が
生
活
の
中
に
何
ら
か
美
意
識
の
支
柱
に
な
っ
て
豊
か
な

環
境
を
自
然
に
作
り
上
げ
て
ゆ
く
、
そ
ん
な
気
持
を
説
明
し
て
諒
承
し
て

頂
い
た
次
第
で
す
。

こ
こ
で
は
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
「
市
民
の
も
の
」
と
感
じ
ら
れ
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
と
し
て
、
台
座
を
低
く
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
戦
前

期
の
銅
像
（
顕
彰
像
）
と
対
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

戦
後
に
な
る
と
、
銅
像
の
台
座
の
高
さ
は
像
自
体
の
高
さ
程
度
に
抑
え
ら
れ

る
こ
と
が
一
般
化
す
る
が
、
戦
前
期
の
銅
像
で
は
、
像
高
を
は
る
か
に
越
え
る

高
さ
の
台
座
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
引
用
文
中
の
「
渡
辺
翁
の
銅
像
」
は
一
九

（
9
）

三
六
年
に
設
置
さ
れ
た
朝
倉
文
夫
〔
一
八
八
三
―
一
九
六
四
〕
に
よ
る
《
渡
辺
祐

策
像
》〔
戦
時
中
に
供
出
、
現
在
の
像
は
戦
後
の
再
鋳
造
〕
を
指
す
。
像
主
は
宇
部

興
産
株
式
会
社
〔
現
在
の
Ｕ
Ｂ
Ｅ
株
式
会
社
〕
の
初
代
社
長
だ
が
、
こ
の
時
代
の

銅
像
の
例
に
も
れ
ず
、
像
を
大
き
く
見
上
げ
る
こ
と
に
な
る
高
い
台
座
を
備
え

て
い
る
。
山
内
の
主
張
は
、
台
座
の
高
さ
の
変
更
に
よ
っ
て
、
像
主
と
市
民
と

の
関
係
を
変
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、
戦
後
民

主
主
義
の
思
想
は
、
ま
ず
は
、
こ
の
点
に
現
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
新
聞
記
事
に
は
、
予
算
を
四
百
五
十
万
円
に
増
額
す
る
こ
と
も
記
載
さ

れ
て
い
る
。
理
由
と
し
て
は
、
当
初
に
想
定
し
て
い
た
単
独
像
で
は
な
く
な
っ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）
主
題
と
像
容
の
詳
細
決
定

山
内
は
五
月
二
十
二
日
に
再
び
宇
部
市
を
訪
問
、
こ
こ
で
説
明
を
行
い
、
そ

の
後
に
実
制
作
に
入
る
。
こ
の
と
き
の
提
案
は
、
男
女
の
像
で
像
高
は
八
尺

〔
約
二
百
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
〕、
台
を
含
め
て
約
十
四
尺
。
加
え
て
、
正
面
に

小
さ
な
ハ
ン
マ
ー
型
の
彫
刻
を
置
き
、
詩
を
刻
む
こ
と
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。

台
座
の
高
さ
が
像
高
よ
り
も
低
く
設
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
前
述
し
た
と
お

り
、
銅
像
と
の
ち
が
い
を
意
識
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。

像
に
つ
い
て
は
、新
聞
記
事
に
山
内
の
次
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

産
業
殉
職
者
の
慰
霊
と
将
来
の
発
展
を
一
つ
に
現
す
た
め
、
男
で
過
去
を
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現
わ
し
女
で
未
来
の
発
展
を
祈
る
姿
を
示
し
明
る
く
前
面
に
も
っ
て
来

た
。
シ
ャ
ベ
ル
の
柄
の
端
は
繁
栄
の
枝
を
つ
け
、
こ
れ
を
過
去
の
男
と
未

来
の
女
が
し
っ
か
り
と
さ
さ
え
、
女
に
は
み
の
り
の
実
を
手
に
持
た
せ

た
。
衣
の
シ
ワ
の
よ
う
な
も
の
は
、
工
業
都
市
で
あ
る
の
で
、
メ
カ
ニ
ッ

ク
な
感
じ
を
出
す
た
め
に
構
成
し
た
。
市
民
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
親
し

さ
を
も
つ
た
め
に
台
は
低
く
す
る
。
下
の
台
の
正
面
に
ハ
ン
マ
ー
型
の
小

さ
い
彫
刻
を
置
き
、
そ
れ
に
「
宇
部
の
土
地
に
眠
り
し
人
々
よ
、
安
ら
か

な
る
夢
の
中
よ
り
、
わ
れ
ら
と
と
も
に
明
日
を
祈
ら
ん
」
と
い
っ
た
意
味

の
詩
を
刻
ん
だ
ら
と
思
う
。

山
内
が
こ
の
よ
う
に
提
案
す
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
彼
の
日
記
と
残

さ
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。【
図
３
】
山
内
が
当
初
に

構
想
し
た
の
は
男
女
の
間
に
小
さ
な
子
ど
も
の
い
る
家
族
像
で
、
中
央
の
樹
木

（
10
）

は
シ
ャ
ベ
ル
と
一
体
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
男
性
が
左
手
で
ツ
ル
ハ
シ
を
も

つ
姿
と
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
家
族
像
（
三
人
像
）
が
男
女
像
（
二
人

像
）
に
変
更
さ
れ
た
の
は
、
日
記
に
よ
れ
ば
、
や
は
り
経
費
の
問
題
で
あ
る
。

正
面
の
碑
文
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
は
ハ
ン
マ
ー
型
で
は
な
く
な
る
が
、

彫
刻
家
か
ら
の
提
案
を
設
置
者
が
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
文
章

の
使
用
は
、
山
内
が
本
作
の
制
作
直
前
に
手
が
け
て
い
た
《
海
難
犠
牲
者
慰
霊

碑
》（
試
作
）〔
一
九
五
六
年
〕
で
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
文
章
は
「
か
ぜ
よ 

な
み
よ 

や
み
よ 

こ
こ
ろ
あ
ら
ば 

と
も
に 

い
の
ら
ん
」
と
い
う
も
の
で
、《
宇

部
産
業
祈
念
像
》
の
文
体
や
文
面
と
よ
く
似
て
い
る
。
な
お
、本
作
の
碑
文
は
、

の
ち
に
推
敲
が
加
え
ら
れ
、「
宇
部
の
土
地
に 

ね
む
る
人
々
よ 

や
す
ら
か
な
夢

の 

な
か
か
ら 

わ
れ
ら
と
と
も
に 

あ
し
た
を
祈
ろ
う
」
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
制
作
の
流
れ

山
内
の
制
作
の
流
れ
は
彼
の
日
記
か
ら
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
六

月
二
日
ま
で
を
構
想
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
を
実
制
作
、
十
一
月
一
日
の
除
幕

式
の
前
ま
で
を
鋳
造
お
よ
び
設
置
と
、
三
つ
の
段
階
に
区
分
で
き
る
。

第
一
の
構
想
で
は
、
三
月
十
三
日
の
依
頼
の
時
点
か
ら
「
如
何
に
こ
の
雰
囲

気
と
調
和
し
た
モ
ニ
ュ
マ
ン
を
制
作
す
べ
き
か
、
未
だ
現
場
を
見
な
い
だ
け
に

頭
の
中
が
そ
の
想
像
の
風
景
で
一
杯
で
あ
る
」
と
、
構
想
を
開
始
し
た
様
子
が

う
か
が
え
る
。
二
日
後
に
は
、
菊
池
一
雄
〔
一
九
〇
八
―
一
九
八
五
〕
に
よ
る
男

性
三
人
の
像
で
あ
る
《
自
由
の
群
像
》〔
一
九
五
五
年
〕
へ
の
言
及
が
あ
る
こ
と

図３�　山内壮夫《宇部産業祈念像》（ス
ケッチ）1956年　中原悌二郎記
念旭川市彫刻美術館所蔵
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二
十
九
日
〕
と
い
っ
た
過
程
で
あ
る
。

七
月
に
入
る
と
、
台
座
図
面
の
作
成
も
行
わ
れ
る
〔
七
月
八
日
か
ら
十
九
日
〕。

こ
の
図
面
は
、
宇
部
市
役
所
か
ら
の
要
望
に
よ
っ
て
、
や
や
低
い
も
の
に
修
正

さ
れ
る
〔
七
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日
〕。

第
三
の
鋳
造
お
よ
び
設
置
で
は
、
粘
土
像
を
石
膏
像
に
す
る
作
業
〔
八
月
一

日
か
ら
十
二
日
〕
が
あ
り
、
そ
の
直
後
か
ら
鋳
造
の
作
業
が
は
じ
ま
る
。
鋳
型

の
制
作
は
八
月
二
十
四
日
ま
で
、
続
い
て
、
先
に
男
性
像
が
、
後
に
女
性
像
が

鋳
造
さ
れ
る
。
鋳
造
さ
れ
た
像
は
東
京
都
美
術
館
で
の
「
新
制
作
協
会
展
」
に

出
品
す
る
た
め
に
九
月
二
十
日
に
搬
送
さ
れ
、
終
了
後
に
鋳
造
所
に
戻
さ
れ

て
、
着
色
の
作
業
が
行
わ
れ
る
。

九
月
に
入
る
と
、
碑
文
に
も
着
手
す
る
。
九
月
七
日
か
ら
十
一
日
に
文
章
の

推
敲
、
十
二
日
に
清
書
、
二
十
五
日
に
完
成
す
る
。

宇
部
で
の
設
置
作
業
は
十
月
に
入
っ
て
か
ら
で
、
台
座
の
設
置
は
十
月
五
日

頃
か
ら
十
四
日
ま
で
、
彫
刻
の
設
置
は
十
月
二
十
八
日
と
二
十
九
日
に
行
わ
れ

た
。

２　

作
品
の
記
述

本
章
で
は
、《
宇
部
産
業
祈
念
像
》【
図
４
】
の
造
形
的
特
質
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
作
品
の
詳
細
な
記
述
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、
姿
勢
、
比
例
と
量

感
、
動
き
の
表
現
、
顔
貌
と
表
情
、〈
か
た
ま
り
〉
と
空
洞
、
衣
文
と
持
物
、

か
ら
、
群
像
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
菊
池
の
も
の
よ
り
も
各
像
が

緊
密
に
結
び
つ
い
た
構
成
に
す
る
考
え
が
示
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
段
階
の
も

の
と
思
わ
れ
る
ス
ケ
ッ
チ
で
は
、
像
高
と
台
座
高
の
比
例
が
完
成
作
と
ほ
ぼ
同

じ
で
、
台
座
を
低
く
す
る
の
は
当
初
か
ら
の
構
想
だ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

こ
う
し
た
構
想
は
宇
部
市
を
訪
れ
て
現
地
を
確
認
し
た
三
月
二
十
八
日
以
降

も
継
続
さ
れ
る
が
、
そ
れ
と
前
後
し
て
、
伊
藤
忠
雄
に
鋳
造
費
用
の
相
談
〔
三

月
十
七
日
〕
を
、
東
迫
璋
に
台
座
費
用
の
相
談
〔
四
月
七
日
〕
を
行
っ
て
い
る
。

か
な
り
早
い
時
期
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
お
そ
ら
く
、
ど
の
程
度
ま
で
の
群
像

が
予
算
的
に
可
能
か
を
探
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
同
時
期
に
は
、
北
村
善
平
に

制
作
助
手
の
依
頼
〔
四
月
二
日
〕
も
行
っ
て
い
る
。

五
月
に
入
る
と
、
男
女
の
モ
デ
ル
を
雇
っ
て
の
デ
ッ
サ
ン
〔
女
性
モ
デ
ル
は

五
月
一
日
か
ら
十
二
日
、
男
性
モ
デ
ル
は
五
月
十
四
日
か
ら
十
八
日
〕
を
行
い
、
並
行

し
て
１
／
４
サ
イ
ズ
の
模
型
制
作
に
も
着
手
す
る
。
こ
の
模
型
制
作
は
二
度
目

の
宇
部
市
訪
問
を
お
え
た
六
月
二
日
ま
で
続
け
ら
れ
る
。

第
二
の
実
制
作
で
は
、
六
月
八
日
か
ら
十
一
日
ま
で
芯
棒
づ
く
り
が
、
そ
の

翌
日
か
ら
土
付
け
が
行
わ
れ
る
。
日
記
に
あ
る
の
は
、「
男
の
右
足
の
位
置
を

少
々
後
方
に
引
く
こ
と
に
し
た
の
で
芯
棒
を
取
替
え
」〔
六
月
十
七
日
〕、「
顔
、

後
の
手
な
ど
も
付
け
た
の
で
雰
囲
気
が
出
て
来
た
」〔
六
月
十
八
日
〕、「
シ
ャ
ベ

ル
を
立
て
る
」〔
六
月
十
九
日
〕、「
男
の
上
部
の
調
子
を
整
へ
る
。
北
村
君
に

は
木
の
杖
を
や
っ
て
も
ら
ふ
」〔
七
月
五
日
〕、「
シ
ャ
ベ
ル
と
樹
木
を
決
め
る
」

〔
七
月
九
日
〕、「
大
詰
に
来
た
。
北
村
君
に
サ
イ
ン
を
作
っ
て
も
ら
ふ
」〔
七
月
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地
山
と
台
座
の
順
に
見
て
ゆ
く
。

（
１
）
姿
勢

成
人
男
女
二
人
の
立
像
で
、
向
か
っ
て
右
に
男
性
が
、
左
に
女
性
が
立
つ
。

両
者
の
手
前
中
央
に
、
下
側
が
シ
ャ
ベ
ル
、
上
側
が
枝
と
葉
を
つ
け
た
樹
木
に

な
っ
た
も
の
が
垂
直
に
立
て
ら
れ
て
、
男
性
は
そ
れ
を
左
手
で
握
り
（
右
手
は

女
性
の
腰
に
回
し
て
い
る
）、
女
性
も
そ
こ
に
左
手
を
添
え
て
い
る
（
右
手
は

胸
の
前
で
球
を
抱
え
て
い
る
）。

男
性
は
右
脚
を
や
や
後
ろ
に
引
い
て
立
つ
が
、
顔
は
正
面
を
向
い
て
お
り
、

首
を
ひ
ね
っ
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
重
心
は
身
体
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、
体

重
は
両
脚
に
ほ
ぼ
均
等
に
か
け
ら
れ
る
。
特
徴
的
な
の
は
左
腕
の
た
く
ま
し
さ

で
、
そ
れ
を
強
調
す
る
よ
う
に
、
ノ
ー
ス
リ
ー
ブ
の
衣
服
の
肩
の
箇
所
の
稜
線

が
は
っ
き
り
と
表
わ
さ
れ
る
。
こ
の
左
腕
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
両
脚
も
丸
太
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の
よ
う
な
太
く
力
強
い
も
の
と
な
る
。
下
半
身
の
着
衣
は
大
腿
部
の
中
央
あ
た

り
ま
で
と
短
い
た
め
、
両
脚
の
間
に
空
間
が
生
ま
れ
て
い
る
。

女
性
の
身
体
は
ほ
ぼ
正
面
を
向
い
て
お
り
、
首
の
ひ
ね
り
は
加
え
ら
れ
て
い

な
い
が
、
左
脚
の
膝
を
軽
く
曲
げ
た
コ
ン
ト
ラ
ポ
ス
ト
（
片
脚
重
心
）
の
姿
勢

を
と
る
。
こ
の
左
膝
に
呼
応
し
て
右
側
の
腰
が
や
や
上
が
る
が
、
極
端
な
も
の

と
は
な
っ
て
い
な
い
。
コ
ン
ト
ラ
ポ
ス
ト
は
、
一
般
的
に
は
、
動
き
の
表
現
と

し
て
理
解
さ
れ
る
が
、
像
の
正
面
を
向
く
姿
を
妨
げ
る
こ
と
に
は
な
っ
て
い
な

い
。
着
衣
は
丸
首
の
も
の
で
、
お
そ
ら
く
は
手
首
ま
で
あ
る
長
袖
。
下
は
足
首

ま
で
隠
れ
る
長
い
ス
カ
ー
ト
状
の
も
の
で
、
左
脚
は
す
べ
て
隠
さ
れ
る
が
、
右

脚
部
分
に
は
、ほ
ぼ
等
間
隔
に
四
つ
の
大
き
な
切
れ
込
み
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

男
女
と
も
に
正
面
を
ま
っ
す
ぐ
に
見
据
え
る
が
、
男
性
の
方
が
や
や
顎
を
上

げ
る
一
方
で
、
女
性
は
や
や
顎
を
引
い
て
い
る
。
目
線
と
し
て
は
、
男
性
が
や

や
遠
く
を
、
女
性
が
や
や
近
く
を
見
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
２
）
比
例
と
量
感

男
女
と
も
に
量
感
の
あ
る
身
体
を
備
え
る
一
方
で
、
頭
部
は
小
さ
め
に
つ
く

ら
れ
お
り
、
そ
の
頭
部
の
小
さ
さ
を
強
調
す
る
よ
う
に
、
首
は
太
く
つ
く
ら
れ

る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
彫
刻
の
均
整
の
と
れ
た
八
頭
身
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
よ
り

も
、
頭
部
は
や
や
小
さ
い
程
度
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
二
人
の
身

体
の
量
感
を
強
く
見
せ
る
こ
と
に
貢
献
す
る
。

量
感
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
男
性
像
で
は
手
前
に
出
し
た
太
い
左
腕
を
中
心
と
す
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る
上
半
身
に
、
女
性
像
で
は
手
前
に
曲
げ
ら
れ
た
左
膝
と
や
や
上
が
っ
た
右
腰

を
中
心
と
す
る
下
半
身
に
置
か
れ
る
。
正
面
か
ら
見
て
、
右
上
と
左
下
に
ポ
イ

ン
ト
が
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
両
者
を
つ
な
ぐ
ラ
イ
ン
が
男
性
の
身
体
の
奥
行

き
と
逆
方
向
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
像
全
体
の
正
面
的
性
格
が

保
た
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
が
示
す
の
は
、
本
作
が
実
際
の
日
本
人
の
身

体
を
再
現
す
る
こ
と
を
求
め
た
表
現
で
は
な
い
こ
と
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、

神
々
の
姿
を
理
想
化
さ
れ
た
人
間
と
し
て
表
わ
す
よ
う
な
表
現
で
も
な
い
。
抽

象
化
や
理
想
化
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
実
の
世
界
の
な
か
で
生
き
て

い
る
人
間
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
姿
と
い
え
る
。

（
３
）
動
き
の
表
現

男
性
像
の
首
や
女
性
像
の
腰
の
ひ
ね
り
な
ど
、
彫
刻
表
現
に
お
け
る
動
き
の

表
現
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
全
体
と
し
て
は
動
き
の
少
な
い
像
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
足
の
親
指
を
反
り
返
ら
せ
る
こ
と
や
、
そ
れ
を
地
山
か
ら
は
み
出

る
位
置
に
お
く
こ
と
で
動
き
を
暗
示
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
そ
う
し
た
表
現

も
避
け
ら
れ
る
。
膝
関
節
や
肘
関
節
も
と
り
た
て
て
強
調
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、
特
徴
的
な
衣
文
も
、
身
体
と
の
距
離
が
ど
の
位
置
で
も
ほ
ぼ
一
定
で
あ

る
。
垂
直
の
方
向
性
が
強
く
、
地
山
の
面
積
の
な
か
に
像
の
す
べ
て
が
収
ま
る

よ
う
に
配
さ
れ
る
こ
と
も
動
き
の
表
現
を
抑
制
す
る
よ
う
に
作
用
す
る
。

動
き
の
表
現
の
抑
制
は
、
こ
の
像
に
求
め
ら
れ
た
の
が
、
現
実
の
時
間
の
流

れ
の
な
か
に
存
在
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
を
超
え
た
永
遠
を
表
象
す
る
こ

と
だ
っ
た
の
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
首
・
肩
・
腰
に
ひ
ね
り
の
加
え
ら

れ
な
い
正
面
性
を
伴
っ
た
彫
刻
は
、
一
般
に
、
永
遠
を
表
わ
す
の
に
ふ
さ
わ
し

い
と
さ
れ
る
。
こ
の
像
は
厳
密
な
意
味
で
の
正
面
性
を
も
つ
も
の
で
は
な
い

が
、
そ
れ
に
近
づ
け
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

立
体
物
で
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
、
三
六
〇
度
す
べ
て
の
方
向
か
ら
の
鑑
賞

が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
像
の
場
合
は
側
面
や
背
面
に
は
特
段
の
情
報

は
な
く
、
前
方
か
ら
の
み
鑑
賞
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
鑑
賞
方
向

の
制
限
は
、
本
作
が
慰
霊
碑
と
し
て
構
想
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
と
い
え

る
が
、
動
き
の
表
現
は
そ
う
し
た
意
味
で
も
抑
制
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

（
４
）
顔
貌
と
表
情

男
性
像
が
や
や
丸
顔
、
女
性
像
が
や
や
面
長
と
い
う
ち
が
い
は
あ
る
が
、
基

本
的
に
は
、
同
じ
造
形
性
を
備
え
て
い
る
。
男
性
は
お
そ
ら
く
短
髪
、
女
性
は

後
頭
部
で
ひ
と
つ
に
束
ね
る
こ
と
で
頭
髪
の
量
感
を
抑
え
、
頭
全
体
を
卵
形
の

ひ
と
か
た
ま
り
の
も
の
と
す
る
。
鼻
や
口
を
小
さ
く
つ
く
る
こ
と
、
両
耳
も
小

さ
く
頭
部
に
沿
っ
た
浮
彫
的
な
表
現
と
す
る
こ
と
で
、
こ
の
卵
形
は
明
確
に

な
っ
て
い
る
。

両
者
の
顔
貌
は
単
純
化
・
抽
象
化
さ
れ
て
お
り
、
特
定
の
人
物
を
表
象
す
る

も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
彫
刻
の
顔
貌
表
現
と
は
異
質
で
、

日
本
に
暮
ら
す
身
近
な
人
々
を
想
起
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
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パ
彫
刻
の
理
想
化
さ
れ
た
姿
の
場
合
、
鼻
を
額
の
高
さ
か
ら
直
線
的
に
延
長
さ

せ
、
押
し
潰
し
た
よ
う
な
平
坦
な
鼻
梁
で
強
調
す
る
が
、
こ
の
像
で
は
、
鼻
は

両
目
の
間
の
く
ぼ
ん
だ
箇
所
か
ら
出
発
し
、
鼻
梁
も
強
調
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

の
た
め
、
逆
に
、
額
の
前
方
へ
の
張
り
出
し
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。両

目
は
大
き
め
に
つ
く
ら
れ
、
い
く
ら
か
の
強
調
が
行
わ
れ
て
い
る
。
眼
球

は
省
略
さ
れ
て
空
洞
に
な
っ
て
い
る
が
、
手
前
に
引
き
出
さ
れ
た
上
瞼
と
奥

ま
っ
た
下
瞼
の
落
差
が
目
を
立
体
的
に
感
じ
さ
せ
て
い
る
。
瞼
は
一
重
で
表
わ

さ
れ
る
が
、
エ
ッ
ジ
を
や
や
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
、
見
た
際
の
印
象
が
強
く
な

る
よ
う
工
夫
さ
れ
る
。
目
尻
を
や
や
下
を
向
け
る
こ
と
で
「
優
し
さ
」
を
表
現

す
る
の
と
同
時
に
、
目
の
印
象
の
強
さ
と
固
く
結
ん
だ
口
に
よ
っ
て
「
意
思
の

強
さ
」
も
表
現
し
て
い
る
。

（
５
）〈
か
た
ま
り
〉
と
空
洞

人
間
の
姿
を
ブ
ロ
ン
ズ
彫
刻
に
す
る
場
合
、
と
く
に
、
等
身
大
以
上
の
サ
イ

ズ
に
す
る
場
合
に
は
、
内
側
を
空
洞
と
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
重
量
の
問
題

や
材
料
費
の
問
題
が
関
与
し
て
の
こ
と
だ
が
、
中
身
が
中
空
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
彫
刻
家
た
ち
は
そ
れ
を
中
身
の
詰
ま
っ
た
〈
か
た
ま
り
〉
に
見
え
る

よ
う
に
表
現
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
主
に
、
表
面
と
か
た
ち
の
処
理
に
よ
っ
て

行
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
箇
所
に
視
覚
的
な
強
度
を
与
え
る
こ
と
で
〈
か
た
ま

り
〉
を
表
現
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
本
作
の
場
合
も
同
様
で
、
目
の
表
現
か
ら

中
空
が
明
ら
か
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、〈
か
た
ま
り
〉
と
し
て
の
強
度
を
備

え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

表
面
は
全
体
と
し
て
凹
凸
を
抑
え
る
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
も
の
の
、
制
作
の

際
の
小
さ
な
ヘ
ラ
跡
が
無
数
に
残
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
単
調
な
面
に
は
な
っ
て

い
な
い
。
細
部
の
丁
寧
な
処
理
に
よ
っ
て
、
鑑
賞
者
の
視
線
は
表
面
に
沿
っ
て

次
々
と
移
動
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
位
置
に
留
ま
る
こ
と
に
な
る
。〈
か
た
ま

り
〉
を
意
識
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
表
面
の
性
格
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
〈
か
た
ま
り
〉
や
量
感
の
表
現
に
か
ん
し
て
は
、
対
比
と
な
る
空
洞
の

配
置
が
効
果
的
と
な
る
。
本
作
で
は
男
性
の
両
脚
の
間
に
な
る
が
、
後
ろ
か
ら

見
る
と
、
垂
直
方
向
の
脚
と
水
平
方
向
の
衣
文
の
交
差
に
よ
っ
て
空
洞
と
な
っ

て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
の
空
洞
は
や
や
丸
み
を
帯
び
た
格
好
と
な
っ
て
お

り
、
鑑
賞
者
の
視
線
を
そ
の
内
側
に
誘
う
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
衣
文
と
持
物

衣
文
は
、
布
が
身
体
の
凹
凸
を
反
映
す
る
こ
と
と
、
布
が
重
力
に
よ
っ
て
垂

れ
下
が
る
こ
と
の
相
関
関
係
か
ら
生
ま
れ
る
。
剛
直
な
事
物
の
よ
う
に
明
確
な

か
た
ち
を
も
つ
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
流
動
的
と
い
え
る
か
た
ち
と
い
え
る

が
、
そ
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
時
代
に
よ
っ
て
、
衣
文
は
さ
ま
ざ
ま

な
形
状
で
表
わ
さ
れ
て
き
た
。

本
作
の
衣
文
の
表
現
は
極
端
と
い
え
る
厚
み
を
も
つ
の
が
特
徴
で
あ
る
。
類

例
が
あ
ま
り
な
い
表
現
で
あ
る
た
め
、
作
者
の
個
性
的
な
表
現
と
い
っ
て
よ
い
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だ
ろ
う
。
手
前
か
ら
見
る
と
、
そ
う
し
た
表
現
は
下
半
身
に
集
中
し
て
い
る

が
、
背
中
あ
た
り
に
も
同
様
の
表
現
が
行
わ
れ
て
い
る
。
稜
線
を
強
調
し
た

シ
ャ
ー
プ
な
表
現
だ
が
、
実
際
に
は
、
幾
何
学
的
な
平
面
の
組
み
合
わ
せ
で
は

な
い
。
そ
れ
よ
り
も
や
や
膨
ら
ん
だ
形
状
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
中
身

の
充
実
感
を
暗
示
す
る
こ
と
に
な
る
。

子
細
に
観
察
す
る
と
、
男
性
の
衣
文
の
方
が
や
や
シ
ャ
ー
プ
で
、
女
性
の
方

が
少
し
だ
け
丸
み
を
帯
び
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
男
性
の
身
体
の
剛
直
さ
と
女
性

の
身
体
の
柔
ら
か
さ
を
そ
れ
ぞ
れ
補
強
す
る
。
男
性
の
方
は
両
脚
間
に
あ
る
空

洞
を
意
識
さ
せ
る
効
果
も
備
え
る
。

持
物
と
は
、
人
間
像
に
道
具
な
ど
を
も
た
せ
る
こ
と
で
像
の
性
格
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
、
と
く
に
、
宗
教
彫
刻
で
重
要
と
さ
れ
て
き
た
。
近
代
彫
刻
に

お
い
て
は
、
表
現
と
し
て
は
必
須
で
は
な
い
も
の
の
、
具
体
的
な
意
味
を
表
わ

す
た
め
に
導
入
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
本
作
で
は
、
そ
れ
が
枝
葉
の
つ
い
た

シ
ャ
ベ
ル
と
女
性
の
右
手
の
球
体
で
あ
る
。
シ
ャ
ベ
ル
の
意
味
は
、
炭
鉱
で
の

採
掘
で
使
用
さ
れ
る
道
具
と
い
う
こ
と
で
明
瞭
で
あ
り
、
そ
れ
が
成
長
を
意
味

す
る
樹
木
に
接
続
す
る
こ
と
で
、
過
去
か
ら
未
来
へ
の
つ
な
が
り
が
示
さ
れ

る
。こ

の
樹
木
の
葉
は
彫
刻
と
し
て
の
空
間
の
形
成
に
も
貢
献
す
る
。
基
本
的

に
、
葉
は
す
べ
て
正
面
を
向
い
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、
各
々
が
わ
ず
か
な
が

ら
奥
行
き
を
示
す
。
上
方
の
も
の
は
葉
が
や
や
手
前
に
傾
い
て
お
り
、
男
女
像

と
の
間
に
距
離
を
つ
く
っ
て
い
る
。
男
性
の
脚
に
近
い
葉
は
奥
側
に
傾
い
て
お

り
、
そ
の
先
に
あ
る
空
洞
に
鑑
賞
者
の
視
線
を
誘
導
す
る
よ
う
に
機
能
す
る
。

（
７
）
地
山
と
台
座

地
山
と
は
彫
刻
を
支
え
る
た
め
に
足
元
に
設
置
さ
れ
た
プ
レ
ー
ト
を
指
す
。

と
く
に
立
像
の
場
合
は
、
ふ
た
つ
の
小
さ
な
足
裏
で
背
の
高
い
物
体
を
支
え
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
物
理
的
に
不
安
定
に
な
り
や
す
い
。
転
倒
防
止
の
観
点
か
ら

も
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
地
山
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
も
彫
刻
家
の
表
現
と
な
る
。
本
作
の
場

合
、
明
確
な
矩
形
で
あ
る
こ
と
、
表
面
の
凹
凸
を
抑
え
る
こ
と
に
特
徴
が
あ

る
。
仮
に
、
こ
れ
を
不
定
形
に
す
る
場
合
、
そ
れ
は
像
の
正
面
性
を
不
明
瞭
に

し
た
い
と
い
う
意
図
で
あ
っ
た
り
、
粘
土
か
ら
像
が
生
成
し
て
く
る
プ
ロ
セ
ス

を
暗
示
し
た
い
と
い
う
意
図
の
現
れ
で
あ
っ
た
り
す
る
が
、
そ
う
し
た
表
現
は

回
避
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
像
の
正
面
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
や
、
時
間
を

超
越
し
た
存
在
と
し
て
像
を
位
置
づ
け
る
意
思
が
読
み
取
れ
る
。

台
座
に
は
、
一
般
的
に
、
彫
刻
を
見
や
す
い
高
さ
に
設
定
す
る
物
理
的
機
能

と
、
表
象
さ
れ
る
人
物
を
顕
彰
す
る
社
会
的
機
能
と
が
あ
る
が
、
本
作
で
は
、

台
座
高
は
低
く
抑
え
ら
れ
る
。
戦
前
の
銅
像
の
台
座
と
は
対
照
的
だ
が
、
そ
れ

は
、
表
象
さ
れ
る
人
物
が
高
名
な
政
治
家
や
軍
人
や
経
済
人
で
は
な
く
、
一
般

市
民
と
し
て
の
労
働
者
と
そ
の
家
族
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

低
く
抑
え
ら
れ
た
台
座
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
手
前
に
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
が

確
保
さ
れ
て
い
る
。
手
前
の
ス
ペ
ー
ス
が
広
い
の
は
、
こ
こ
で
慰
霊
祭
を
執
り
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行
う
こ
と
が
最
大
の
理
由
だ
ろ
う
が
、
空
間
全
体
と
し
て
見
た
場
合
、
水
平
に

広
が
る
空
間
の
な
か
に
彫
刻
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
た
め
と
も
受

け
取
れ
る
。
こ
の
こ
と
も
、
戦
前
の
銅
像
で
の
垂
直
方
向
の
強
調
と
好
対
照
を

な
し
て
い
る
。

３　

先
行
作
品
か
ら
の
影
響

こ
う
し
た
造
形
性
の
由
来
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
の

は
、
山
内
が
エ
ミ
ー
ル
゠
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ブ
ー
ル
デ
ル
〔
一
八
六
一
―
一
九
二

九
〕
や
ヘ
ン
リ
ー
・
ム
ー
ア
〔
一
八
九
八
―
一
九
八
六
〕
の
影
響
を
受
け
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
主
に
戦
前
期
、
後
者
は
主
に
戦
後
期
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
本
章
で
は
、《
宇
部
産
業
祈
念
像
》
に
即
し
て
、
そ
う
し
た
影
響
が

ど
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。

（
１
）
ブ
ー
ル
デ
ル
か
ら
の
影
響

山
内
の
初
期
作
品
か
ら
影
響
の
見
ら
れ
る
彫
刻
家
が
ブ
ー
ル
デ
ル
で
あ
る
。

ブ
ー
ル
デ
ル
は
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
の
彫
刻
家
た
ち
の

多
く
に
影
響
を
与
え
て
い
た
。
山
内
が
最
初
に
作
品
を
発
表
す
る
国
画
会
彫

刻
部
は
、
パ
リ
で
ブ
ー
ル
デ
ル
に
直
接
に
師
事
し
た
金
子
九
平
次
〔
一
八
九
五

―
一
九
六
八
〕
や
清
水
多
嘉
示
〔
一
八
九
七
―
一
九
八
一
〕
を
中
心
と
し
て
お
り
、

こ
の
時
点
で
は
渡
欧
経
験
の
な
い
山
内
に
間
接
的
な
が
ら
も
影
響
を
与
え
た
と

考
え
ら
れ
る
。

《
宇
部
産
業
祈
念
像
》
で
い
え
ば
、
女
性
像
の
姿
勢
や
下
半
身
と
腕
の
豊
か

な
量
感
、
頭
部
が
小
さ
く
上
半
身
の
量
感
を
抑
制
し
た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
は
、
ブ
ー
ル
デ
ル
の
《
ペ
ネ
ロ
ー
プ
》〔
一
九
〇
五
―
一
二
年
〕
を
想
起
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
物
の
足
元
か
ら
伸
び
る
樹
木
を
手
で
も
つ
姿
は
、

ブ
ー
ル
デ
ル
の
ア
ル
ベ
ア
ル
将
軍
記
念
碑
〔
一
九
一
三
―
二
三
年
〕
の
四
つ
の
寓

意
像
、
と
く
に
《
勝
利
》
の
像
に
近
い
。
同
じ
寓
意
像
で
い
え
ば
、《
自
由
》

の
着
衣
の
首
回
り
や
、
ふ
た
つ
の
椀
形
を
貼
り
つ
け
た
よ
う
な
女
性
の
胸
の
表

現
も
類
似
す
る
と
い
え
る
。

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
特
徴
は
、
本
作
よ
り
も
、
山
内
の
戦
前
期
の
作
品
に

よ
り
直
接
的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
山
内
の
《
楽
徒
》〔
一

九
三
五
年
〕【
図
５
】
の
量
感
や
コ
ン
ト
ラ
ポ
ス
ト
の
様
子
な
ど
に
は
、《
ペ
ネ

ロ
ー
プ
》
な
ど
の
ブ
ー
ル
デ
ル
の
着
衣
の
女
性
立
像
の
影
響
が
明
ら
か
で
あ

（
11
）

図５�　山内壮夫《楽徒》（石膏原型）
1935年　中原悌二郎記念旭川市
彫刻美術館所蔵
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る
。《
宇
部
産
業
祈
念
像
》
で
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
粘
土
の
質
感
を
残

す
よ
う
な
表
面
の
処
理
、
平
行
に
近
い
状
態
で
重
力
方
向
に
流
れ
る
重
厚
な
衣

文
、
縁
取
り
を
加
え
た
上
下
瞼
で
膨
れ
上
が
る
角
膜
を
押
さ
え
る
ア
ル
カ
イ
ッ

ク
な
目
の
表
現
、
額
か
ら
直
線
的
に
延
び
た
鼻
梁
や
硬
さ
の
あ
る
頭
髪
表
現
な

ど
も
ブ
ー
ル
デ
ル
に
由
来
す
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ポ
ー
ズ
で
い
え
ば
、《
光
（
光
ハ
東
方
ヨ
リ
）》〔
一
九
三
九
年
〕
の
、
前
傾
姿

勢
で
、
片
手
を
頭
上
に
、
片
手
を
ま
っ
す
ぐ
後
方
に
伸
ば
す
男
性
像
は
、
ブ
ー

ル
デ
ル
の
モ
ン
ト
ー
バ
ン
戦
没
者
記
念
碑
〔
一
九
八
三
―
一
九
〇
二
年
〕
の
《
剣

を
持
つ
戦
士
》
に
淵
源
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。《
弓
を
ひ
く
ア
イ
ヌ
》〔
一
九

三
九
年
〕
は
、
明
ら
か
に
、
ブ
ー
ル
デ
ル
の
《
弓
を
ひ
く
ヘ
ラ
ク
レ
ス
》〔
一
九

〇
九
年
〕
を
参
照
し
て
い
る
。
幼
児
を
肩
の
位
置
に
掲
げ
る
長
崎
国
際
文
化
会

館
の
《
母
子
像
》
は
、
ブ
ー
ル
デ
ル
の
《
捧
げ
も
の
の
聖
母
子
》〔
一
九
一
九
―

一
九
二
二
年
〕
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
。
人
物
の
足
元
か
ら
伸
び
る
樹
木
を
手

で
も
つ
姿
は
、《
宇
部
産
業
祈
念
像
》
に
先
行
し
て
、《
荒
野
（
ア
イ
ヌ
民
族
へ

の
長
恨
歌
）》〔
一
九
三
九
年
〕
な
ど
に
登
場
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、札
幌
市
の
《
女
神
像
》
や
夕
張
市
の
《
労
働
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》

を
制
作
し
た
一
九
五
〇
年
頃
を
境
と
し
て
、
山
内
は
ブ
ー
ル
デ
ル
の
様
式
を
離

れ
て
ゆ
く
。
事
実
、
一
九
五
六
年
十
月
六
日
の
日
記
に
は
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美

術
館
〔
現
在
の
ア
ー
テ
ィ
ゾ
ン
美
術
館
〕
で
の
ブ
ー
ル
デ
ル
展
を
見
た
感
想
と
し

て
、「
深
き
感
銘
あ
り
」
と
し
な
が
ら
も
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
若
し

二
十
才
代
に
こ
の
展
覧
会
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
ら
ど
れ
だ
け
勉
強
に
な
っ
た

こ
と
か
と
、
そ
ん
な
こ
と
を
痛
感
し
た
。
今
の
自
分
の
仕
事
は
ブ
ー
ル
デ
ル
的

解
釈
か
ら
抜
出
し
て
い
る
し
、
よ
り
近
代
を
意
識
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。」

だ
が
、
潜
在
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、《
宇
部
産
業
祈
念
像
》
に
も
、
ブ
ー

ル
デ
ル
の
影
響
は
確
か
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
ム
ー
ア
か
ら
の
影
響

ブ
ー
ル
デ
ル
の
様
式
を
離
れ
た
山
内
に
と
っ
て
重
要
な
参
照
源
と
な
っ
た
の

が
ム
ー
ア
で
あ
る
。
そ
の
影
響
は
山
内
に
か
ぎ
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
一
九

五
〇
年
代
前
半
の
日
本
で
は
「
一
見
ム
ー
ア
風
の
作
品
」
が
数
多
く
現
れ
て
い

た
。
た
だ
し
、
作
品
の
本
格
的
な
紹
介
は
一
九
五
九
年
の
「
第
五
回
日
本
国
際

美
術
展
」
を
待
た
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
時
点
で
は
依
然
と
し
て
滞
欧
経
験
の
な

い
山
内
は
、
主
に
、
写
真
に
よ
っ
て
そ
れ
を
受
容
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

山
内
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
入
っ
て
、
二
人
あ
る
い
は
三
人
を
有
機
的
に
連

結
さ
せ
る
（
身
体
同
士
が
密
着
す
る
箇
所
を
も
つ
）
彫
刻
を
開
始
す
る
。【
図

６
】
身
体
と
顔
貌
が
と
も
に
単
純
化
・
抽
象
化
さ
れ
た
表
現
で
、
人
物
同
士
の

隙
間
は
空
洞
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
造
形
性
は
ム
ー
ア
に
由
来
す
る

も
の
で
あ
る
。

《
宇
部
産
業
祈
念
像
》
と
比
較
で
き
る
作
品
を
探
す
な
ら
ば
、
ム
ー
ア
の
作

品
の
な
か
で
は
抽
象
化
の
度
合
い
が
少
な
い
セ
ン
ト
・
マ
テ
ィ
ウ
教
会
〔
ノ
ー

ザ
ン
プ
ト
ン
〕
の
《
聖
母
子
像
》〔
一
九
四
三
―
四
四
年
〕
に
な
る
だ
ろ
う
。
堂
々

と
し
た
体
躯
に
た
い
し
て
や
や
小
さ
め
の
頭
部
、
太
い
腕
や
首
回
り
の
表
現
な

（
12
）
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ど
は
ブ
ー
ル
デ
ル
の
彫
刻
に
も
見
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
滑
ら
か
に
仕
上
げ
ら
れ

た
表
面
や
、
頭
髪
の
量
感
を
抑
制
し
て
卵
形
に
表
現
さ
れ
る
頭
部
、
小
づ
く
り

な
鼻
・
口
・
耳
、
地
山
と
一
体
化
す
る
よ
う
に
平
板
に
な
っ
た
足
先
の
表
現
は

ブ
ー
ル
デ
ル
の
彫
刻
に
は
見
ら
れ
な
い
。

何
よ
り
も
、
横
方
向
に
連
な
る
帯
状
の
衣
文
は
、
こ
の
像
か
ら
の
直
接
の
影

響
と
い
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
山
内
の
作
品
で
は
、
衣
文
の
単
純

化
・
抽
象
化
が
よ
り
進
行
し
て
お
り
、
直
接
的
な
引
用
と
い
う
よ
り
も
、
ム
ー

ア
の
表
現
を
参
照
し
た
う
え
で
独
自
の
表
現
を
導
い
た
と
い
え
る
。
ム
ー
ア
の

《
聖
母
子
像
》
で
は
、
両
脚
の
間
が
彫
り
込
ま
れ
て
窪
み
と
な
っ
て
お
り
、
衣

文
は
彫
り
残
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
山
内
の
作
品
で
は
、
女
性
の
下
半
身

の
量
感
と
衣
服
の
量
感
と
を
並
行
さ
せ
て
、
ど
ち
ら
が
基
底
面
な
の
か
を
あ
え

て
不
明
瞭
に
す
る
操
作
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
発
想
は
ブ
ー
ル
デ
ル
に

も
ム
ー
ア
に
も
な
い
。
お
そ
ら
く
、
日
本
人
の
身
体
性
に
基
づ
き
な
が
ら
、
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
量
感
を
得
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
方
法
な
の

だ
ろ
う
。

ま
た
、「
家
族
」
と
い
う
主
題
を
考
え
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ム
ー

ア
の
《
家
族
》〔
一
九
四
九
年
〕
と
ま
っ
た
く
無
関
係
だ
と
考
え
る
こ
と
は
む
つ

か
し
い
。
こ
の
像
の
衣
文
は
隆
起
し
た
ラ
イ
ン
で
は
あ
る
も
の
の
、
や
は
り
水

平
方
向
に
連
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
山
内
が
こ
の
主
題
を
展
開
す
る
う
え

で
も
、
ム
ー
ア
は
重
要
な
参
照
源
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

４　
「
家
族
」
と
い
う
主
題

《
宇
部
産
業
祈
念
像
》
は
当
初
は
「
家
族
」
の
像
と
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の

だ
っ
た
。
こ
の
主
題
は
、
旭
川
市
忠
別
橋
に
設
置
の
《
家
族
》〔
一
九
五
五
年
〕

や
、
新
潟
市
庁
舎
に
設
置
の
《
家
族
》〔
一
九
五
七
年
〕
な
ど
、
こ
の
時
期
の
山

内
の
彫
刻
に
繰
り
返
し
登
場
す
る
。
で
は
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
こ
の
主
題

は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

確
か
に
、
複
数
の
人
物
を
有
機
的
に
連
結
さ
せ
る
と
い
う
造
形
的
課
題
に
取

り
組
も
う
と
す
る
山
内
自
身
の
態
度
が
前
提
に
あ
り
、「
最
も
小
さ
な
共
同
体

の
姿
に
象
徴
さ
れ
た
愛
と
調
和
」
と
い
う
彼
自
身
の
テ
ー
マ
追
及
も
あ
る
。
背

景
に
は
、
ム
ー
ア
作
品
の
影
響
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
作
が
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
計
画
さ
れ
た
以
上
、
そ
こ
に
は
、
社
会
全
体
で
共
有
す
べ

き
理
念
が
込
め
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
、

（
13
）

図６�　山内壮夫《三人像》（石膏原型）
1954年　中原悌二郎記念旭川市
彫刻美術館所蔵
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「
家
族
」
は
達
成
す
べ
き
目
標
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
正
確
に
は
、
核
家
族
世
帯

と
呼
ぶ
べ
き
だ
が
、
太
平
洋
戦
争
後
の
日
本
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
政
治
的
・

経
済
的
に
推
進
さ
れ
て
い
た
。

政
治
的
に
は
、
夫
は
仕
事
、
妻
は
家
事
を
担
う
こ
と
で
豊
か
な
家
族
生
活
を

め
ざ
す
政
策
が
行
わ
れ
て
ゆ
く
。
背
景
に
は
、
新
し
い
日
本
国
憲
法
で
定
め
ら

れ
た
人
格
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
に
基
づ
い
て
民
法
が
改
正
さ
れ
、
戦

前
の
上
下
型
の
夫
婦
関
係
か
ら
平
等
型
の
夫
婦
関
係
へ
の
変
化
が
う
な
が
さ
れ

る
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
明
治
時
代
に
制
定
さ
れ
た
民
法
典
で
は
戸
主
権
が

強
く
、
イ
エ
の
存
続
を
目
的
と
す
る
規
定
が
数
多
く
あ
っ
た
が
、
民
法
改
正
に

よ
っ
て
そ
れ
ら
が
廃
止
さ
れ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
専
業
主
婦
に
よ
る
核
家
族
が

法
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
こ
れ
が
社
会
全
体
で
実
現
す
べ
き
も
の
と
考

え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

時
に
は
、
政
治
体
制
、
外
交
、
経
済
制
度
を
め
ぐ
っ
て
深
刻
な
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
対
立
は
あ
っ
た
に
し
ろ
、
戦
後
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
状
況
の
中
で

は
、「
家
族
の
豊
か
さ
の
た
め
に
」
と
い
う
価
値
意
識
に
関
し
て
は
、
各

勢
力
が
反
対
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
自
由
主
義
者
で
あ
ろ

う
と
、
社
会
主
義
者
で
あ
ろ
う
と
、
家
族
生
活
を
守
り
、
豊
か
に
す
る
こ

と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

経
済
的
に
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
入
っ
て
ゆ
く
な
か
で
、
新
た
な
都
市
労

（
14
）

（
15
）

働
者
が
大
量
に
求
め
ら
れ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
第
一
次
産
業
の
就
業
者

は
、
一
九
五
〇
年
に
は
四
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
の
が
、
一
九
六
〇
年
に

は
三
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
、
一
九
七
〇
年
に
は
一
九
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
減

少
す
る
。
そ
れ
だ
け
の
人
口
が
都
市
に
流
入
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
を

支
援
す
る
た
め
に
、
一
九
五
五
年
に
日
本
住
宅
公
団
〔
現
在
の
独
立
行
政
法
人
都

市
再
生
機
構
〕
が
設
立
さ
れ
、
戦
後
日
本
の
都
市
家
族
の
モ
デ
ル
を
提
供
す
る
。

そ
の
後
も
、
住
宅
取
得
優
遇
措
置
な
ど
に
よ
っ
て
、
都
市
部
で
の
住
宅
取
得
を

容
易
に
す
る
条
件
が
整
備
さ
れ
る
。

明
治
期
か
ら
戦
前
ま
で
の
イ
エ
が
零
細
経
営
の
農
業
の
維
持
に
適
し
た
モ
デ

ル
だ
っ
た
の
に
た
い
し
て
、
戦
後
の
核
家
族
世
帯
は
都
市
労
働
者
を
基
軸
と
す

る
経
済
活
動
に
適
し
た
モ
デ
ル
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
に
登
場
す
る
「
家
族
」
の
主
題
は
こ
う
し
た
時
代
の
価
値
観
を
反
映
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
現
在
で
は
、
こ
う
し
た
価
値
観
へ
の
疑
義
も
提
出
さ
れ
て
い

る
。
戦
後
の
「
家
族
」
も
国
家
に
よ
る
管
理
の
単
位
と
し
て
機
能
す
る
も
の

だ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
両
親
と
子
ど
も
か
ら
な
る
家
族
を
最
良
と
す
る
価
値

観
か
ら
は
み
だ
す
存
在
を
貶
め
る
効
果
を
も
っ
た
こ
と
な
ど
が
理
由
で
あ
る
。

ま
た
、
大
人
た
ち
に
よ
る
理
想
の
未
来
を
子
ど
も
に
お
し
つ
け
る
こ
と
で
、
現

在
の
価
値
観
を
不
動
化
さ
せ
る
こ
と
に
貢
献
す
る
と
い
う
批
判
は
、
こ
の
時
代

の
「
家
族
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
も
該
当
す
る
だ
ろ
う
。

他
方
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
自
体
の
成
立
条
件
も
や
が
て
困
難
に
な
る
。
国
家
全

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）
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体
と
し
て
ひ
と
つ
の
価
値
観
を
共
有
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
ゆ
く
か
ら
で

あ
る
。「
今
ま
で
統
合
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
、
人
々
、
地
域
を
統
合
し
て

一
つ
の
近
代
国
家
を
作
っ
て
い
こ
う
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
。〔
中
略
〕
み
ん
な

で
同
じ
価
値
観
を
あ
る
程
度
共
有
し
な
い
と
近
代
国
家
が
成
立
し
な
い
。
そ
れ

を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
と
、
近
代
彫
刻
で
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
つ
く
る
と
い
う
事

は
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
問
題
群
と
し
て
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
っ
た
。」

ど
の
よ
う
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
っ
て
も
同
じ
だ
が
、《
宇
部
産
業
祈
念
像
》

は
こ
う
し
た
時
代
の
特
質
と
限
界
を
背
負
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
本
作
を
〈
戦
後

民
主
主
義
時
代
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
〉
と
呼
ぶ
理
由
で
あ
る
。

お
わ
り
に

〈
設
置
者
の
望
み
〉
は
〈
彫
刻
家
の
望
み
〉
の
分
裂
と
調
停
と
い
う
観
点
か

ら
考
え
た
場
合
、《
宇
部
産
業
祈
念
像
》
は
両
者
に
満
足
を
与
え
る
結
果
を
も

た
ら
し
た
と
い
え
る
。

多
く
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
実
現
し
た
山
内
だ
が
、《
宇
部
産
業
祈
念
像
》
に

つ
い
て
は
、
除
幕
日
で
あ
る
十
一
月
一
日
の
日
記
に
「
我
が
生
涯
の
最
良
の
日

で
あ
ら
う
」
と
記
し
、
年
末
の
十
二
月
三
十
一
日
に
は
「
宇
部
の
記
念
碑
を
制

作
す
る
機
会
を
与
へ
ら
れ
た
こ
と
は
〔
中
略
〕
幸
運
な
こ
と
だ
っ
た
と
感
謝
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
恐
ら
く
我
が
生
涯
に
於
け
る
特
筆
す
べ
き
作
品
で
あ

り
、
一
ツ
の
エ
ポ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
あ
の
作
品
に
対
す
る
情
熱
は
永
久
に
持
ち

（
20
）

つ
ゞ
け
る
で
あ
ら
う
。」
と
回
顧
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
述
か
ら
、〈
彫
刻
家

の
望
み
〉
と
し
て
は
、
そ
の
多
く
が
達
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
、《
宇
部
産
業
祈
念
像
》
が
〈
設
置
者
の
望
み
〉
も
満
足
さ
せ
る
も
の

だ
っ
た
こ
と
は
、
後
日
の
山
内
と
宇
部
市
と
の
関
係
か
ら
推
測
で
き
る
。

山
内
は
翌
年
に
宇
部
市
内
の
明
幸
堂
画
廊
で
個
展
を
開
催
、
出
品
作
品
の
ひ

と
つ
で
あ
る
ブ
ロ
ン
ズ
彫
刻
《
葦
》〔
一
九
五
六
年
〕
は
宇
部
市
の
購
入
と
な
り
、

現
在
は
と
き
わ
湖
水
ホ
ー
ル
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
に
は
俵
田
翁

記
念
体
育
館
前
に
ブ
ロ
ン
ズ
彫
刻
《
若
人
た
ち
》
が
設
置
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を

山
内
に
依
頼
し
た
の
は
、
建
立
委
員
会
の
会
長
で
、
宇
部
商
工
会
議
所
の
会
頭

だ
っ
た
中
安
閑
一
で
あ
る
。
こ
の
《
若
人
た
ち
》
の
設
置
に
際
し
て
、
山
内
は

宇
部
新
川
駅
前
に
セ
メ
ン
ト
彫
刻
《
鳥
と
あ
そ
ぼ
う
》〔
一
九
六
〇
年
〕
を
寄
贈

す
る
〔
現
在
は
東
新
川
緑
地
に
移
設
〕。
一
九
六
四
年
に
は
セ
メ
ン
ト
彫
刻
《
母
の

ひ
ざ
》
が
商
工
会
議
所
か
ら
宇
部
市
に
寄
贈
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
進
め
た
の
は

商
工
会
議
所
専
務
理
事
だ
っ
た
弘
長
務
で
、《
宇
部
産
業
祈
念
像
》
の
制
作
・
設

置
に
際
し
て
、
彫
刻
家
と
の
調
整
窓
口
に
な
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

宇
部
市
は
一
九
六
一
年
か
ら
野
外
彫
刻
展
を
隔
年
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、

一
九
八
〇
年
代
の
〈
彫
刻
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
〉
に
指
針
を
与
え
て
ゆ
く
こ
と

に
な
る
。〈
設
置
者
の
望
み
〉
を
十
分
に
満
た
す
こ
と
の
で
き
た
山
内
の
彫
刻

は
、
次
の
動
き
を
導
く
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

�

（
ふ
じ
い
・
た
だ
す
／
東
京
造
形
大
学
）

（
21
）
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註（１
）　

拙
稿
「
野
外
彫
刻
史
の
な
か
の
『
八
王
子
の
彫
刻
』」『
八
王
子
の
彫
刻
』
東
京

造
形
大
学
研
究
報
別
冊
一
七
号
、
二
〇
二
一
年
、
一
二
一
―
一
二
六
頁
。
な
お
、

本
稿
は
広
島
芸
術
学
会
令
和
四
年
度
総
会
・
第
三
十
六
回
大
会
に
お
け
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
広
島
ま
ち
な
か
探
訪
―
野
外
彫
刻
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
中
心
に
―
」
で

の
筆
者
の
パ
ネ
リ
ス
ト
発
表
「
広
島
の
野
外
彫
刻
：
歴
史
的
背
景
か
ら
の
検
討
」

の
内
容
を
発
展
的
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）　

先
行
研
究
の
主
な
も
の
は
以
下
と
な
る
。
佐
藤
友
哉
「
山
内
壮
夫
」『
北
海
道
立

近
代
美
術
館
紀
要
』
五
・
六
号
、
一
九
八
三
年
、
五
四
―
六
七
頁
。
柴
橋
伴
夫
「
山

内
壮
夫
論
」『
美
術
ペ
ン
』
九
四
号
、
北
海
道
美
術
ペ
ン
ク
ラ
ブ
、
一
九
九
八
年
、

一
二
―
一
四
頁
（
次
号
以
降
に
連
載
）。
寺
地
亜
衣
「
山
内
壮
夫
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

―
戦
前
～
戦
後
期
に
か
け
て
」『
北
海
道
立
美
術
館
・
芸
術
館
紀
要
』
二
八
号
、
二

〇
一
九
年
、
三
―
一
一
頁
。

（
３
）　

拙
稿
「
第
一
回
宇
部
市
野
外
彫
刻
展
の
歴
史
的
位
置
」『
東
京
造
形
大
学
研
究
報
』

二
三
号
、
二
〇
二
二
年
、
一
〇
七
頁
。

（
４
）　

木
下
直
之
『
銅
像
時
代 

も
う
ひ
と
つ
の
日
本
彫
刻
史
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四

年
、
四
二
―
四
三
頁
。

（
５
）　

竹
田
直
樹
「
日
本
の
彫
刻
設
置
事
業
の
変
遷
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
」『
日
本

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
』
誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
九
五
年
、
一
八
六
頁
。

（
６
）　

拙
稿
「
都
市
と
彫
刻
の
レ
イ
ヤ
ー
―
広
島
の
野
外
彫
刻
を
読
み
解
く
」『Search 

&
 D

estroy

』
九
号
、
東
京
造
形
大
学
Ｃ
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｂ
、
三
五
頁　

http://cs-lab.
zokei.ac.jp/w

p-content/uploads/2022/10/SD
9.pdf

（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇

二
三
年
三
月
一
日
）。

（
７
）　

上
田
芳
江 

編
著
『
ふ
る
さ
と
の
想
い
出 

写
真
集 

明
治 

大
正 

昭
和 

宇
部
』
国

書
刊
行
会
、
一
九
七
九
年
。

（
８
）　

上
田
芳
江 

山
崎
盛
司
『
緑
で
公
害
か
ら
町
が
よ
み
が
え
る
ま
で
―
宇
部
市
緑
化

二
〇
年
の
記
録
―
』
カ
ン
デ
ラ
書
館
、
一
九
七
一
年
、
七
四
頁
。

（
９
）　
「
美
の
さ
ん
ぽ
み
ち
⑮
／
特
別
寄
稿
山
内
壮
夫
」『
ウ
ベ
ニ
チ
』
一
九
七
二
年
七

月
六
日
。

（
10
）　
「
過
去
と
未
来
を
男
女
の
姿
で
表
徴 

産
業
祈
念
像
の
デ
ッ
サ
ン
出
来
上
る
」『
宇

部
時
報
』
一
九
五
六
年
五
月
二
十
四
日
。

（
11
）　

齊
藤
祐
子
「
国
画
会
の
彫
刻
と
清
水
多
嘉
示
」『
清
水
多
嘉
示 

資
料
｜
論
集
Ⅰ
』

武
蔵
野
美
術
大
学
彫
刻
学
科
研
究
室
、
二
〇
〇
九
年
、
二
九
〇
―
三
〇
三
頁
。

（
12
）　

三
木
多
聞
「
ム
ー
ア
と
日
本
の
彫
刻
」『
現
代
の
眼
』
一
七
八
号
、
東
京
国
立
近

代
美
術
館
、
一
九
六
九
年
九
月
号
、
六
頁
。

（
13
）　

中
村
聖
司
「
山
内
壮
夫
」『
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
系
譜
―
日
本
の
具
象
彫
刻
10
人

展
：1930s-1950s

』
同
展
実
行
委
員
会
ほ
か
、
一
九
九
八
年
、
八
七
頁
。

（
14
）　

森
岡
清
美
『
現
代
家
族
の
社
会
学
』
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
一
九
九
一
年
、

一
一
〇
頁
。

（
15
）　

山
田
昌
弘
『
迷
走
す
る
家
族
―
戦
後
家
族
モ
デ
ル
の
形
成
と
解
体
』
有
斐
閣
、

二
〇
〇
五
年
、
一
四
三
頁
。

（
16
）　

正
村
公
弘
『
図
説
戦
後
史
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
三
年
、
二
八
一
頁
。

（
17
）　

山
田
『
迷
走
す
る
家
族
』
一
四
二
頁
。

（
18
）　

千
田
有
紀
『
日
本
型
近
代
家
族 

ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
行
く
の
か
』
勁
草
書
房
、

二
〇
一
一
年
、
三
六
頁
お
よ
び
一
八
〇
―
一
八
一
頁
。

（
19
）　

大
槻
と
も
恵
「
核
災
害
後
の
『
未
来
』
の
表
象
と
チ
ャ
イ
ル
ド
・
リ
デ
ィ
ー
マ
ー 

福
島
に
現
れ
た
《
サ
ン
・
チ
ャ
イ
ル
ド
》
像
を
再
考
す
る
」『
彫
刻
２
―
彫
刻
、
死

語
／
新
し
い
彫
刻
』（
小
田
原
の
ど
か 

編
）
書
肆
九
十
九
、
二
〇
二
二
年
、
五
〇

八
―
五
七
九
頁
。

（
20
）　
「
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
２
：
今
、
ブ
ー
ル
デ
ル
／
彫
刻
と
は
何
か
？
」

で
の
岡
崎
乾
二
郎
の
発
言
。『
国
際
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
記
録
集 

東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
ブ
ー
ル
デ
ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
』
武
蔵
野
美
術
大
学
彫
刻
学
科
研
究
室
、
二
〇
二

一
年
、
二
四
一
頁
。

（
21
）　

宇
部
市
発
行
の
『
宇
部
の
彫
刻
』〔
一
九
九
三
年
〕
で
は
、
こ
の
作
品
は
一
九
六

三
年
制
作
の
《
若
人
》
と
な
っ
て
い
る
が
、
山
内
の
日
記
の
記
述
か
ら
、
本
稿
で

の
表
記
が
正
し
い
。
な
お
、
本
作
が
《
若
人
》
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯

に
つ
い
て
は
不
明
。


